
・町政懇談会
・新しい健診 ･保険指導制度がスタート！
・確定申告が始まります
　こんにちは町長です
・おめでとう！新成人 321 人
・行政トピックス
・学力・学習状況調査の結果から
・行政トピックス
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )

今月号の主な内容

2 香美町広報
平成20年 2月号
（第 35 号）

美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち

… P.  2 ～  5
… P.  6 ～  7
… P.  8 ～  9

… P.10 ～ 12
… P.13
… P.14 ～ 15
… P.16 ～ 17
… P.18 ～ 19
… P.20

【写真】第3回香美町民スキー大会
（おじろスキー場）

　４つのスキー場をもつスキー王国“香
美町”。1月 27 日、おじろスキー場で第
3回香美町民スキー大会が開催され、小
学生から大人まで町内の選手 84 人が挑
戦。白銀の世界で日ごろの練習の成果を
発揮しました。（19 ページに関連記事）
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合
併
４
年
目
と
な
る
平
成
20
年
度
を
「
財

政
再
建
と
新
し
い
香
美
町
づ
く
り
の
目
途

を
つ
け
る
年
」
と
位
置
づ
け
、「
山
の
ま
ち

と
海
の
ま
ち
と
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推
進
し
、「
美
し
い
山
・

川
・
海　

人
が
躍
動
す
る　

交
流
と
共
生

の
ま
ち
」
を
目
指
す
。

（
１
）「
実
質
公
債
費
比
率
」
の
引
き
下
げ

　
　

毎
年
度
の
建
設
事
業
費
を
12
億
円
以

　

内
に
抑
え
、
実
質
公
債
費
比
率
の
計
画

　

的
な
引
き
下
げ
を
図
る
。

　
　

〈
健
全
基
準
…
18
％
未
満
、

　
　
　
　

早
期
健
全
化
基
準
…
25
％
以
上
〉

▽
本
町
の
実
質
公
債
費
比
率
の
推
移

　

平
成
18
年
度　

28
・
8
％

　

平
成
19
年
度　

29
・
4
％　

　

平
成
20
年
度　

29
・
1
％
（
見
込
）

（
２
）
行
財
政
改
革
の
推
進

　
　

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
５

　

年
間
の
改
革
内
容
を
定
め
た
「
行
財
政

　

改
革
大
綱
」
を
策
定
。

　
　

特
に
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で

　

の
３
年
間
を
「
集
中
的
改
革
期
間
」
と

　

位
置
づ
け
、
基
金
約
７
億
円
の
堅
持
を

　

前
提
に
、
各
年
度
の
収
支
不
足
を
経
費

　

の
節
減
な
ど
で
調
整
し
て
い
く
。

▽
財
源
不
足
額

　

平
成
18
年
度　

△
８
億
円

　

平
成
19
年
度　

△
４
億
円　

　

平
成
20
年
度　

△
2.4
億
円
（
予
定
）

【
財
源
不
足
解
消
の
た
め
の
主
な
取
り
組
み
】

　

・
職
員
数
の
削
減
（
退
職
不
補
充
）

　

・
給
与
の
切
り
下
げ

 

１ 

町
政
の
方
向

 

３ 

新
し
い
香
美
町
づ
く
り

　

・
物
件
費
（
事
務
経
費
、
施
設
維
持
管

　
　

理
費
）
の
縮
減

　

・
補
助
金
の
削
減

　

・
使
用
料
、
手
数
料
の
引
き
上
げ

　

・
町
有
財
産
の
売
却　

な
ど

（
３
）
当
面
の
対
応
課
題

  

①
特
別
会
計
の
健
全
化

　

・
上
下
水
道
事
業

　
　

接
続
率
の
引
き
上
げ

　
　

使
用
料
の
統
一
化
、
引
き
上
げ

　

・
香
住
病
院
事
業

　
　

経
営
改
善
対
策

　
　

老
人
保
健
施
設
の
開
設

  

②
町
民
負
担
の
見
直
し

町
政
懇
談
会
を
開
催
（
町
内
3
会
場
）

　
　

―
 

平
成
20
年
度
の
町
政
に
向
け
て ―

 

２ 

財
政
再
建

　

1
月
29
日
か
ら
2
月
1
日
に
か
け
て
、

各
区
ご
と
に
、
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
、

藤
原
町
長
が
町
政
の
方
向
や
財
政
再
建
、

新
し
い
香
美
町
づ
く
り
な
ど
平
成
20
年
度

の
町
政
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
多
く
の
質
問
や
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
１
）
基
盤
整
備

　

別
表
１
（
次
ペ
ー
ジ
下
部
）
の
と
お
り

（
２
）
産
業
の
活
性
化

  

①
観
光

　

ア　

山
・
川
・
海
の
連
携
に
よ
る
自
然

　
　
　

景
観
を
生
か
し
た
観
光
振
興

　
　

【
海
側
】
魅
力
あ
ふ
れ
る
香
住
海
岸
の

　
　
　
　
　

 

一
層
の
ア
ピ
ー
ル

　
　

・
ジ
オ
パ
ー
ク
（
地
質
公
園
）
認
証

　
　
　

へ
の
取
り
組
み

▲ 1月 30 日、小代区総合センターにて
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・
兵
庫
県
大
型
観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
　
　

ン
（
平
成
21
年
4
月
〜
6
月
）
へ

　
　
　

の
対
応 

　
　

・
し
お
か
ぜ
香
苑
の
活
用

　
　

【
山
側
】
山
・
高
原
・
滝
な
ど
を
活
用

　
　
　
　
　
　

し
た
四
季
型
観
光
の
推
進

　
　

・
自
然
を
活
用
し
た
観
光
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

の
実
施

　
　

・
団
塊
世
代
に
対
応
し
た
グ
リ
ー
ン

　
　
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　

イ　

松
葉
ガ
ニ
や
但
馬
牛
な
ど
の
特
産

　
　
　

品
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興

　

ウ　

宿
泊
に
つ
な
が
る
観
光
イ
ベ
ン
ト

　
　
　

の
開
催

  

②
漁
業
、
水
産
加
工
業

　

ア　

燃
油
価
格
高
騰
へ
の
対
応

　

イ　

魚
食
普
及
の
推
進

　

ウ　

水
産
加
工
製
品
の
高
付
加
価
値
化

  

③
農
林
業
、
畜
産
業

　

ア　

堆
肥
を
活
用
し
た
有
機
の
里
づ
く
り

　

イ　

野
生
動
物
育
成
林
の
整
備

　

ウ　

但
馬
牛
（
繁
殖
牛
）
増
頭
対
策

　

エ　

肥
育
推
進
に
よ
る
但
馬
牛
肉
の
観

　
　
　

光
へ
の
活
用
（
地
産
地
消
の
推
進
）

  

④
商
業

　

・
地
元
商
店
の
活
性
化

（
３
）
少
子
化
、
高
齢
化
へ
の
対
応

  

①
少
子
化
・
若
者
定
住
対
策

　

ア　

住
宅
確
保
へ
の
支
援
、
若
者
雇
用

　
　
　

奨
励
金

　

イ　

若
者
交
流
事
業

　

ウ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

  

②
高
齢
者
対
策

　

ア　

高
齢
者
生
き
が
い
対
策
の
推
進

　

イ　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
円
滑
な

　
　
　

推
進

　

ウ　

老
人
保
健
施
設
の
開
設

（
４
）「
町
民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
動
（
仮

　
　

称
）」
の
展
開

　

・
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

　
　

づ
く
り
の
展
開

　

・
対
象
…
福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、
ま

　
　

ち
づ
く
り
全
体
に
拡
大

　

・
前
期
高
齢
者
（
65
歳
〜
74
歳
）
を
中

　
　

心
に
幅
広
く
参
加
を
呼
び
か
け

（
５
）
全
但
バ
ス
の
路
線
休
止
へ
の
対
応

　

・
小
中
学
生
の
通
学
、
高
齢
者
の
通
院

　
　

な
ど
の
交
通
手
段
の
確
保

　

・
町
民
バ
ス
方
式
の
導
入

（
６
）
村
岡
区
内
中
学
校
の
統
合

　

・
平
成
21
年
４
月
開
校
を
目
途
に

　

・
校
舎
の
改
修

　

・
校
名
、
校
章
、
校
歌
な
ど
の
決
定

　

・
通
学
方
法

●別表１　基盤整備 

平成 17 ～ 19 年度 平成 20年度（予定）

香
住
区

・新庁舎建設事業

・今子浦運動場ナイター施設

・矢田川交流センター

・町道香住港湾線改良

・町道山手若松線改良

・町道余部御崎線災害防除

・町道無南垣訓谷線舗装

→ ( 継続 )

→ ( 継続 )

【国、県などの事業】

・国道 178 号自転車歩行者道

　( 旧庁舎～七日市交差点 )

・県道香住村岡線

　｢大乗寺バイパス｣

・余部鉄橋架替工事

・地域高規格道路 ｢余部道路｣

・ルネッサンス整備

　(多目的広場張芝、緩衝緑地 )

・山手土地区画整理事業

→ ( 継続 )

→ ( 継続 )

→ ( 継続 )

→ ( 継続 )

→ ( 継続 )

平成 17 ～ 19 年度 平成20年度（予定）

村
岡
区

・特別養護老人ホーム

　｢むらおかこぶし園｣ 整備

・村岡有機センター増設

・町道川会丸味線改良

・猿尾滝周辺整備（トイレ）

・町営住宅入江団地整備

・村岡中学校統合

　改修工事

→（継続）
【国、県などの事業】

・県道香住村岡線

　｢境バイパス｣

・農免農道整備 ( 村岡～宿 )

・国道 482 号 ｢長板バイパス｣

→ ( 継続 )

・国道９号

｢笠波峠トンネル｣

・県道茅野福岡線

　バイパス

小
代
区

・町道野間谷線改良

・町道八田線改良

・健康増進施設整備

　( 芝生広場、多目的運動場 )

・おじろドーム施設整備工事

・小代ウォーターガーデン整備

→ ( 継続 )

・最重点課題事業

【国、県などの事業】

・国道 482 号石寺地内改良

・林道仏ノ尾線 

・県道養父小代線

　（新屋地内）

▲ 2月 1日、香住区文化会館にて
▼

整備が進む町道香住港
　湾線（しおかぜ香苑前）
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●
村
岡
区

（
１
月
29
日
、
村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
実
質
公
債
費
比
率
】

問　

実
質
公
債
費
比
率
が
大
変
高
く
な
っ

て
い
る
が
、
健
全
基
準
の
18
％
未
満
に
な

る
の
は
い
つ
か
。

答　

平
成
26
年
度
以
降
に
は
急
激
に
減
っ

て
い
き
、
平
成
28
年
度
に
は
18
％
未
満
に

な
り
ま
す
。（
町
長
）

【
未
収
町
税
】

問　

町
税
の
未
収
の
実
態
は
。

答　

平
成
19
年
度
で
約
１
億
１
０
０
万

円
の
滞
納
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち

1
２
０
０
万
円
ほ
ど
は
収
入
済
み
で
す
。

動
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
滞
納
金
の
整

理
に
努
め
て
い
ま
す
。（
総
務
部
長
）

 
主
な
質
疑
内
容

●
小
代
区

（
１
月
30
日
、
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー
）

【
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
】

問　

町
長
は
じ
め
町
職
員
が
、
生
産
者
と

一
体
と
な
っ
て
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

ほ
し
い
。

【
道
路
財
源
の
暫
定
税
率
廃
止
】

問　

道
路
財
源
の
暫
定
税
率
が
廃
止
に
な
れ

ば
、
本
町
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
。

答　

道
路
特
定
財
源
が
な
く
な
れ
ば
、
道

路
整
備
な
ど
は
ま
っ
た
く
で
き
な
く
な
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
行
っ
て
い
る
事
業
も
影
響
を
受
け
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
県
や
国
に
要
望
を
し

て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
企
業
誘
致
】

問　

企
業
誘
致
を
す
れ
ば
、
若
者
が
定
住

し
、
少
子
化
対
策
に
な
る
の
で
は
。

答　

本
町
で
も
企
業
誘
致
の
た
め
の
条
例

を
一
昨
年
に
制
定
し
ま
し
た
。
県
な
ど
に

も
協
力
を
依
頼
し
、
企
業
を
探
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、町
内
の
企
業
に
も
規
模
拡
大
し
、

さ
ら
に
多
く
の
従
業
員
の
雇
用
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
瀞
川
平
・
花
と
緑
の
つ
ど
い
】

問　

兎
和
野
高
原
の
「
花
と
緑
の
つ
ど
い
」

を
以
前
の
よ
う
に
、
多
く
の
生
徒
・
児
童

が
参
加
し
、
に
ぎ
わ
い
あ
る
も
の
に
し
て

ほ
し
い
。

答　

香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
以
前
の
よ

う
に
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
参
加
す
る
も
の

で
は
な
く
、
町
民
が
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
家
族
で
参
加
で
き
る
も
の
に
し
よ

う
と
い
う
考
え
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
】

問　

サ
ル
や
ク
マ
な
ど
の
個
体
数
を
減
ら

す
べ
き
で
は
。

答　

地
域
特
産
物
の
生
産
振
興
は
、
今
後

も
力
を
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
や
関
係
団
体
と

よ
く
連
携
を
保
ち
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
町
長
）

【
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
農
地
・
水
・

環
境
保
全
対
策
】

問　

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
の
2
つ
の
事
業
を
１

つ
の
地
区
で
重
複
し
て
取
り
組
む
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。

答　

平
坦
地
の
農
地
保
全
が
対
象
の
「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
対
策
」
は
町
内
15
地

区
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
1
地
区
が
傾
斜
地
の
農
地
の
保
全
を

対
象
と
す
る
「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
と
し

て
は
、
た
だ
区
域
を
広
げ
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
趣
旨
に
合
っ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。（
産
業
部
長
）

　

各
会
場
の
主
な
質
問
や
意
見
を
紹
介
し

ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▲村岡老人福祉センターにて

答　

野
生
動
物
の
活
動
範
囲
が
広
が
り
、

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
も
影
響
が
出
て
い

ま
す
。
現
在
、
可
能
な
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
先
進
地
の
対
応
な
ど
を
参
考
に
、

今
後
も
対
策
を
検
討
し
ま
す
。
ク
マ
に
つ

い
て
は
、
県
が
個
体
数
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
町
長
）

【
畜
産
振
興
】

問　

畜
産
振
興
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

十
分
な
準
備
期
間
を
持
ち
、
畜
産
農
家
の

声
を
反
映
し
て
ほ
し
い
。

答　

合
併
前
の
旧
村
岡
町
、
美
方
町
に
お

い
て
畜
産
振
興
施
策
に
違
い
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
合
併
後
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
と

協
議
し
な
が
ら
調
整
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
一
層
十
分
な
協
議
を
し
て
方
向
を
決

め
て
い
き
ま
す
。（
町
長
）

▲小代区総合センターにて

▲村岡老人福祉センターにて
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●
香
住
区

（
２
月
１
日
、
香
住
文
化
会
館
）

【
財
政
の
新
指
標
】

問　

香
美
町
の
財
政
状
況
は
、
昨
年
新
た

に
導
入
さ
れ
た
財
政
の
指
標
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

新
し
い
指
標
は
4
つ
の
健
全
化
判
断

比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
指
標
の
う
ち
1

つ
で
も
財
政
再
生
基
準
以
上
に
な
れ
ば
、

実
質
破
綻
状
態
と
見
な
し
「
財
政
再
生
団

体
」
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
軽
い
早
期

健
全
化
基
準
に
当
て
は
ま
れ
ば
「
財
政
健

全
化
団
体
」
と
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
度

決
算
で
は
、
香
美
町
は
実
質
公
債
費
比
率

だ
け
が
早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。（
総
務
部
長
）

（
各
指
標
の
詳
細
は
、
別
表
1
の
と
お
り
）

【
行
財
政
改
革
】

問　

昨
年
策
定
さ
れ
た
行
財
政
改
革
大
綱

に
基
づ
く
改
革
は
順
調
か
。

答　

予
定
ど
お
り
進
め
て
い
ま
す
。
町

有
地
の
売
却
は
、
1
億
円
の
計
画
の
う
ち

７
千
万
円
分
は
す
で
に
売
却
し
、
残
り
も

今
年
度
中
に
売
却
す
る
予
定
で
す
。（
町
長
）

【
職
員
数
】

問　

建
設
事
業
費
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
な
か
、
担
当
す
る
職
員
数
も
減
ら
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

担
当
職
員
数
は
、
単
に
事
業
費
に
比

例
す
る
だ
け
で
な
く
、
遂
行
中
の
事
業
の

業
務
内
容
や
計
画
立
案
的
な
業
務
な
ど
も

考
慮
し
て
、
年
度
ご
と
に
見
直
し
を
し
て

い
ま
す
。（
町
長
）

【
職
員
の
給
与
】

問　

町
民
に
負
担
が
か
か
る
話
ば
か
り
だ

が
、
町
職
員
の
給
与
の
引
き
下
げ
内
容
は
。

答　

財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、
退
職
不
補

充
に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
図
る
ほ
か
、

一
昨
年
４
月
か
ら
特
別
職
な
ど
の
給
与
を

引
き
下
げ
、
ま
た
、
昨
年
4
月
か
ら
は
職

員
の
給
与
な
ど
も
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

（
給
与
の
引
き
下
げ
の
詳
細
は
、
別
表
2
の

と
お
り
）

　

ま
た
、
昨
年
の
人
事
院
の
勧
告
に
従
い
、

但
馬
の
ほ
か
の
市
町
は
、
職
員
の
給
与
を

引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
本
町
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指

数
に
お
い
て
も
、
県
内
の
市
町
の
平
均
が

98
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
町
は
91
台
で

最
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
町
長
）

　

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、
国
家
公
務
員
の

　
　

平
均
給
与
額
を
100
と
し
て
算
出
し
た
地
方
公

　
　

共
団
体
の
平
均
給
与
額
の
指
数
。

【
町
民
税
の
滞
納
】

問　

町
民
税
の
滞
納
分
の
回
収
は
、
進
ん

で
い
る
の
か
。
差
し
押
さ
え
物
件
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

滞
納
分
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
税
務

課
職
員
や
地
域
局
の
担
当
職
員
が
当
た
っ

●別表１　財政の新指標における香美町の状況（平成 18 年度決算）

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 香美町

毎年度の
収支の健
全度をチ
ェック

実 質 赤 字 比 率
11.25％～ 15％

（財政規模による）
20％ 0％

連結実質赤字比率
16.25％～ 20％

（財政規模による）
30％ 0.029％

借金負担
の重さを
チェック

実質公債費比率 25％ 35％ 29.4％

将 来 負 担 比 率 350％ 約 300％

注意：香美町の数値は、試算数値（実質公債費比率を除く）のため、今後変動すること
　　　があります。
※実質赤字比率　　…税収や交付税に対する赤字額の割合
※連結実質赤字比率…病院、上下水道、宅地造成事業などの会計を加えた赤字額の割合
※実質公債費比率　…税収や交付税に対する地方債などの返済負担の割合
※将来負担比率　　…第三セクターや地方公社などの関連団体を含め、将来の借金負担
　　　　　　　　　　の重さを示す。

職名 引き下げ率

課長級以上 5％

副課長級 4％

課長補佐級以下 3.5％

・職員基本給（H19.4.1 ～ 21.3.31）

職名
引き下げ率

H18.4.1 ～ 19.3.31 H19.4.1 ～ 21.3.31

町　長 20％ 32％

助　役 15％ 23.5％

教育長 10％ 19％

議　員 10％ 10％

・特別職などの給与（平成 17年 4月 1日対比）

●別表２　職員などの給与引き下げ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
幹
部

職
員
も
加
わ
り
、
夜
間
に
滞
納
者
を
訪
問

し
徴
収
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
公
売
を
行
い
、

17
件
の
差
し
押
さ
え
物
件
（
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
の
動
産
）
を
出
品
、そ
の
う
ち
16
件
（
合

計
約
18
万
円
）
を
売
却
し
ま
し
た
。（
総
務

部
長
）

▲資料を手に説明を聞く出席者

▲質問に答える藤原町長

※管理職手当については、昨年 4月から 1～ 2％の引き下げを行っています。



平
成
20
年
度
か
ら
新
し
い
健
診
・
保
健
指
導
制
度
が
ス
タ
ー
ト
！

―
 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
解
消
し
て
、
生
活
習
慣
病
予
防
を ―

　

脳
卒
中
や
心
臓
病
、
糖
尿
病
合
併
症
な
ど
重
篤

な
病
気
に
な
る
前
段
階
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
い
ち
早
く
発
見
す
る
新
し
い
健

診
・
保
健
指
導
（
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
な

ど
）
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
新
し
い
健
診
で
は
、
腹
囲
測
定
を
加
え
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
を
見
つ
け
る
検
査
項
目
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
香
美
町
の
場
合
、
検
査
項
目
を
追
加
し
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
生
活
習
慣
病
全
般
に
対
応
し
た
健
診
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

国
の
基
準
よ
り
充
実
し
た
健
診
内
容

●検査内容

診　察

質問・問診

計測
身長、体重

腹囲

診察

血圧

脂　質

中性脂肪

HDL コレステロール

LDL コレステロール

肝機能

ALT（GPT）
AST（GOT）

γ－ GT（γ－ GTP）

代謝系

尿糖

空腹時血糖

ヘモグロビン A1C

貧　血

ヘマトクリット値

血色素測定

赤血球数

尿・腎臓

尿蛋白

尿潜血

血清クレアチニン

痛　風 尿酸

心　臓 12誘導心電図　※

眼　底 眼底検査　 　　※

●がん検診は、今までどおり、医療保険に関係なく受診できます。
● 65 歳以上の人は、今までどおり生活機能評価を行います。

新
し
い
健
診
の
対
象

　

国
が
進
め
る
新
し
い
制
度
は
、
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

の
医
療
保
険
者
が
実
施
主
体
と
な

り
、
40
歳
〜
74
歳
の
人
を
対
象
に
健

診
を
行
う
も
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
き

市
町
村
で
は
、
主
と
し
て
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
健
診
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

香
美
町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
健
康
管
理
や

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
に
加
え
、
20
歳

〜
39
歳
の
人
、
75
歳
以
上
の
人
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
）
に

つ
い
て
も
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
40
歳

〜
74
歳
の
ほ
か
の
医
療
保
険
の
加
入

者
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
委
託
し
た

健
診
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
町
の
健
診
で
も
受
け
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●対象者　　○…受診できる　　

年　齢
国民健康
保険加入者

国民健康保険以外の保険
被扶養者（家族）

後期高齢者
医療保険

20歳～ 39 歳 ○ ○

40 歳～ 74 歳 ○ ○

75 歳以上 ○

※40歳～74歳の国保以外の医療保険の被扶養者は、医療保険者が発行する受診券が必要です。

※
40
歳
〜
74
歳
で
国
民
健
康
保
険
以
外
の
人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

　

保
険
者
か
ら
別
途
健
診
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

※
会
社
や
事
業
所
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
職
場
健
診
を
受
診
し
て

　

く
だ
さ
い
。
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※心電図と眼底検査は医師の判断に基
　づき実施します。



○
自
分
の
腹
囲
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

　

立
っ
て
、
へ
そ
の
高
さ
で
計
測
し
ま

す
。
巻
尺
が
背
中
や
腰
に
水
平
に
巻
か

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
な
か
に
力
を
入
れ
ず
、
普
通
に
呼
吸
を
し
て
、

息
を
吐
き
出
し
た
と
き
の
腹
囲
を
測
定
し
ま
す
。

　

男
性
85
㎝
、
女
性
90
㎝
以
上
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
？

　

腹
部
内
臓
の
周
辺
に
脂
肪
が
蓄
積
す
る
内
臓
脂

肪
型
肥
満
に
、
血
糖
、
脂
質
（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）、
血
圧
の
異
常
を
複
数
合

わ
せ
も
つ
状
態
の
こ
と
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
常
は
比

較
的
軽
度
で
も
、
動
脈
硬
化
が
進
み
や
す
く
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
お
そ
ろ
し
い
生
活
習
慣

病
を
発
病
す
る
危
険
性
が
増
大
し
ま
す
。

○
生
活
習
慣
を
改
善
し
内
臓
脂
肪
を

　

減
ら
そ
う
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
る
主
な
原

因
は
、
不
適
切
な
食
生
活
や
運
動
不
足
で
す
。
ま

た
、
喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
原
因
の
一

つ
と
な
り
ま
す
。

①
適
切
な
食
生
活

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

・
腹
八
分
目
を
心
掛
け
る

・
間
食
を
控
え
る

・
よ
く
噛
ん
で
食
欲
を
抑
え
る

・
夜
食
に
偏
っ
た
飲
食
は
や
め
る

・
飲
酒
の
量
を
減
ら
す

・
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る

②
運
動
の
習
慣

・
毎
日
歩
く
習
慣
を
つ
け
る

・
で
き
る
だ
け
階
段
を
利
用
す
る

・
休
日
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

　

で
脂
肪
を
燃
焼
す
る

　

新
し
い
健
診
で
は
、
健
診
後
の
支
援
体
制
（
事
後
指
導
）
に

重
点
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
目
標
を
立
て
、

受
診
者
と
共
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
解
消
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

保
健
指
導 

健
診
結
果
に
応
じ
て
プ
ロ
が

ア
ド
バ
イ
ス

　糖尿病では…
　　　　　内臓肥満 　・定期的な運動と

 　　食事制限を！

高血糖 脂質 高血圧 高血圧では…
異常 ・塩分をひかえて

　1日10ｇ以内に！

高脂血症では…
・甘い物と、脂肪の多い

　食事は控えめに！

これまでの健診これからの健診

・健診で個々の病気を発見し、病気別に
　保健指導を行ってきました。

　・病気になる前の軽度の状態を把握し、アドバイスや支援を
　　行います。

対象者の状態 保健指導

情報提供（全員）
↓

動機付け支援
メタボリックシンドロームの
危険が出始めた人

↓
積極的な支援

・個々の病気別の指導なので、
　自分の身体の状態と改善方法
　を全体としてとらえにくい。

・メタボリックシンドロームとして統一的にとらえ、
　問題の根である内臓肥満を解消する保健指導を行
　います。
・予防のための行動が実行しやすくなります！

メタボリックシンドローム メタボリックシンドロームの
危険が重なる人

↓
心臓病・脳卒中・糖尿病の

合併症など
必要に応じて
医師への受診勧奨

　

国
は
、「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
」
を
行
う
上
で
、
一
定
の

目
標
「
平
成
24
年
度
に
健
診
受
診
率
が
65
％
で
、
保
健
指
導
実

施
率
を
高
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
を

10
％
減
ら
す
こ
と
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
の
達
成
率

に
応
じ
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
（
75
歳
以
上
の
人
の
医
療
制
度
）
へ
の
支
援
金
が
加
算
減

算
さ
れ
、
皆
さ
ん
の
国
民
健
康
保
険
税
に
影
響
し
ま
す
。
健
診

を
受
け
る
人
が
少
な
く
目
標
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
支
援
金

が
加
算
さ
れ
、
反
対
に
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば
減
算
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
医
療
費
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
に
、
年
に
１
回
の
健
診
を
欠
か

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

・
健
康
が
損
な
わ
れ
る
！

　

・
医
療
費
増
加
！

　

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
負
担
が
増
え
る
!?

　

平
成
20
年
度
は
、
５
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
町
内

各
会
場
で
健
診
を
行
い
ま
す
。
待
ち
時
間
を
短
く
す
る
た
め
、

健
診
時
間
の
予
約
制
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
会
場
ご
と
に
健
診
の
日
程
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
区
長
さ

ん
・
自
治
会
長
さ
ん
を
通
し
て
、「
受
診
申
し
込
み
」
の
と
り

ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
自
分
の
医
療
保
険
証
の
発
行
者
を
確
認

し
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

健
診
の
申
し
込
み

7 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

※
支
援
金
…
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
う

ち
受
診
者
が
直
接
支
払
う
窓
口
負
担
を
除
い
た
分
を
、
公
費
（
国
・
都

道
府
県
・
市
町
村
の
負
担
）
が
約
5
割
、
現
役
世
代
の
保
険
料
か
ら
の

負
担
が
約
4
割
、
後
期
高
齢
者
自
身
が
負
担
す
る
保
険
料
が
約
1
割
で

構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
現
役
世
代
の
負
担
を
「
支
援
金
」
と
言
い
ま
す
。



　

確
定
申
告
に
は
、
所
得
税
、
住
民
税
（
町

民
税
県
民
税
）、
国
民
健
康
保
険
税
の
3

種
類
の
申
告
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
申
告
の
期
限
は
、
3
月
17
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、

平
成
19
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た
人
で
す
。

平
成
19
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
（
年
末

調
整
を
受
け
ら
れ
た
人
）
だ
け
の
人
で
役

場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
ほ
か
に
所
得
控
除
の
必
要
の
な
い
人

は
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
1
月
1
日
現
在
、
65
歳
以
上
で

収
入
が
１
４
８
万
円
以
下
の
公
的
年
金
収

入
だ
け
の
人
は
、
所
得
税
も
住
民
税
も
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
税
が
源
泉
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
還
付
も
発
生
し

ま
せ
ん
の
で
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
税
が
源
泉
さ
れ
て

い
る
場
合
、
ま
た
、
年
金
収
入
以
外
に
雑

収
入
、
不
動
産
収
入
、
農
業
収
入
な
ど
ほ

か
に
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
の
方
法
は
、
所
得
税
を
納
め
る
必

要
の
あ
る
人
は
、『
確
定
申
告
書
』
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
所
得
税
を
納
め
る

 
2
月
18
日
〜
3
月
17
日 

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

期
限
ま
で
に

 

必
ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

必
要
の
な
い
人
で
も
収
入
が
あ
り
、
申
告

の
必
要
が
あ
る
人
は
『
町
民
税
県
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
』
で
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
告
書
の
提
出
先

▽
所
得
税
の
確
定
申
告
書

　

豊
岡
税
務
署
、
役
場
総
務
部
税
務
課
、

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

▽
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

国
民
健
康
保
険
制
度
に
は
、
所
得
に
応

じ
て
国
民
健
康
保
険
税
を
減
額
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
始

ま
る
75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
を
対
象
と

し
た
（
障
害
認
定
を
受
け
て
老
人
保
健
の

受
給
者
と
な
っ
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
を

含
む
）
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て

も
、
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
を
減
額
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
中
に
、
ま
っ
た
く
収
入
が
な

い
人
に
つ
い
て
も
『
町
民
税
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
書
』
で
申
告
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
を
減
額
す
る
制
度
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
無

「
申
告
用
紙
」
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　

所
得
申
告
に
必
要
な
用
紙
は
、
昨
年
確

定
申
告
さ
れ
た
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
直

接
郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
町
民
税
県

民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
は
、

各
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布

し
ま
す
。

　

申
告
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
必
ず

こ
れ
ら
の
申
告
用
紙
と
所
得
な
ど
が
わ
か

る
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支  

  

計
算
で
申
告
し
て
い
た
だ 

  

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
水
稲
所
得
標
準

に
替
わ
っ
て
収
支
計
算
で
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
申
告
に
際
し
て
は
、
農
業
に

関
す
る
金
額
が
わ
か
る
書
類
（
通
帳
、
売

上
伝
票
、
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
）
を
整

理
し
、
事
前
に
配
布
し
て
い
ま
す
資
料
な

ど
で
収
支
計
算
書
を
作
成
し
て
か
ら
申
告

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事
前
に
収
支

計
算
書
を
作
成
し
て
い
な
い
と
申
告
相
談

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
収
支

計
算
書
を
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、
申

告
相
談
も
短
時
間
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

豊
岡
税
務
署

℡

０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１

　

2
月
18
日
（
月
）
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
の
期
限
は
3
月
17
日
（
月
）
で
す
。

　

3
月
に
入
る
と
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

収
入
で
あ
っ
て
も
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者
は 

「
無
収
入
」
で
も
申
告
を
！

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き

き
れ
な
か
っ
た
人
は
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
度
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人

で
、
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が
減
額
と

な
り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
額

が
あ
る
場
合
に
は
、
翌
年
度
の
住
民
税

か
ら
控
除
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
申
告
期
限
（
3
月
17
日
）
ま
で
に
町

へ
『
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
』
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
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今
年
も
、
香
美
町
の
３
２
１
人
の
若

者
が
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

　

１
月
13
日
の
成
人
式
は
、
小
雪
が
ち

ら
つ
く
天
候
で
し
た
が
、
会
場
内
は
夢

と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
若
い
人
達
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
熱
気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
２
年
余
、
既
に
社

会
に
出
て
頑
張
っ
て
い
る
人
、
家
か
ら

離
れ
大
学
に
進
学
し
て
い
る
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
環
境
の
中
で
、
懸
命

に
人
生
を
歩
み
だ
し
て
い
る
姿
が
、
目

の
輝
き
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
多
く
の
困
難
な

問
題
に
も
出
く
わ
す
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

大
い
な
る
夢
と
志
を
も
っ
て
、
信
ず
る

道
を
つ
き
進
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
香
美
町
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
、
ふ

る
さ
と
を
支
え
に
、
た
く
ま
し
く
成
長

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
い
ま
新
し
い
香
美

町
づ
く
り
に
取
り
く
ん
で
い
る
私
達
も
、

こ
れ
ら
新
成
人
の
人
達
が
、
片
時
も
ふ

る
さ
と
を
忘
れ
ず
、
自
慢
で
き
る
よ
う

な
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

町
民
あ
げ
て
、
新
成
人
の
前
途
に
力

強
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

　
　

新
成
人
に
乾
杯

香
美
町
長

※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

申告・納税相談所をご利用ください
　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。
　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。申告
はできるだけ早めに済ませましょう。

●香住区
会　　　場 日　　　程 受　付　時　間

【町納税相談】
役場 1階第 1会議室
・通常申告相談
　
・給与所得者対象の休日納税相談

2月 18日（月）～ 3月 17日（月）の平日　

3月 2日（日）　

9:00 ～ 15:00

【商工会相談】
　香美町商工会館 2月 22日（金）、2月 29日（金）、3月 6日（木）10:00 ～ 15:30

●村岡区
会　　　場 日　　　程 受　付　時　間

【町納税相談】
村岡地域局 3階会議室
・通常申告相談
　
・給与所得者対象の休日納税相談

2月 18日（月）～ 3月 17日（月）の平日
　　
3月 2日（日）

7:30 ～  9:00
　地域振興課
9:00 ～ 15:00
　3階会議室

【商工会相談】
　香美町商工会村岡支所 2月 21日（木）、3月 5日（水）　 10:00 ～ 15:30

●小代区
会　　　場 日　　　程 受　付　時　間

【町納税相談】
小代区総合センター青年研修室
・通常申告相談
　
・給与所得者対象の休日納税相談

2月 18日（月）～ 3月 17日（月）の平日　

3月 2日（日）

9:00 ～ 16:00

【商工会相談】
　香美町商工会小代支所 2月 28日（木）　

10:00 ～ 15:30

9

 税務課からお詫びと訂正

　１月末に全戸配布しました『町民税県民税の主な税制改正点』の内容に次のとおり誤りがありましたので
お詫びして訂正します。
　改正点の２番目「65 歳以上の者に係る非課税措置の廃止に伴う特例」の廃止の中で「昭和 17 年１月１日
現在」とありますが、正しくは「平成 17 年１月１日現在」でした。
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小
雪
舞
う
1
月
13
日
、
香
住
区
中
央

公
民
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の

３
２
１
人
（
香
住
区
２
１
２
人
、
村
岡

区
84
人
、
小
代
区
25
人
）
が
新
し
く
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
２
５
４
人
（
男
性
１
２
７

人
、
女
性
１
２
７
人
）
が
参
加
。
女
性

は
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
で
、
男
性
は

ス
ー
ツ
や
羽
織
は
か
ま
で
集
い
、
会
場

は
と
て
も
華
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

式
典
で
は
、
藤
原
町
長
が
「
皆
さ
ん

方
に
は
、
何
物
に
も
代
え
難
い
清
新
な

若
さ
と
可
能
性
に
満
ち
た
将
来
が
あ
り

ま
す
。
元
気
と
活
力
を
失
う
こ
と
な
く
、

夢
と
志
を
持
っ
て
、
素
晴
ら
し
い
人
生

を
自
ら
の
力
で
切
り
ひ
ら
い
て
い
っ
て

下
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
！
新
成
人
３
２
１
人

【香住区の新成人】

▲二十歳の誓いを読み上げる前田さん
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そ
し
て
、
代
表
と
し
て
、
中
澤
友と

も

き樹

さ
ん
（
香
住
区
香
住
）
と
吉
田
か
お
り

さ
ん
（
小
代
区
野
間
谷
）
が
記
念
品
を

受
け
取
り
、
前
田
祐
子
さ
ん
（
村
岡
区

東
上
）
が
成
人
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

木
曜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る

演
奏
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
た
後
、
区
ご
と
に
集
合
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
行
わ
れ
た
立
食
パ
ー
テ
ィ

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
た

友
人
が
再
会
し
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

談
笑
や
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
成
人
式
実
行
委
員
長
の
麻
田

江
里
子
さ
ん
（
香
住
区
御
崎
）
か
ら
次

の
よ
う
な
抱
負
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
』

　

人
生
の
節
目
で

あ
る
こ
の
日
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と

に
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
こ
の
厳
し
い
実
社
会

へ
対
応
し
て
い
く
に
は
、
学
ぶ
こ
と

が
多
く
、
ご
指
導
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
自
分
自
身
を

見
つ
め
、
く
じ
け
る
こ
と
な
く
一
歩

一
歩
確
実
に
進
ん
で
い
く
つ
も
り
で

す
。
大
人
と
し
て
自
由
に
な
る
と
同

時
に
責
任
が
伴
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、

さ
ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻
田 

江
里
子



【村岡区の新成人】

【小代区の新成人】
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13 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

　　

こ
の
ほ
ど
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
が
あ
り
、
次

の
と
お
り
、
負
担
割
合
の
据
え
置
き
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ
た
段
階
で
改
め

て
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

●
据
え
置
き
内
容

70
歳
〜
74
歳
の
人（
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
）

の
医
療
機
関
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
4

月
か
ら
平
成
21
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
に
医
療
機
関
で

支
払
わ
れ
る
窓
口
一
部
負
担
金
額
が
1
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

【
注
意
①
】
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
70
歳
〜
74
歳
の

　

人
の
医
療
機
関
窓
口
負
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

　

4
月
か
ら
2
割
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た

　

も
の
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

【
注
意
②
】
す
で
に
3
割
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
人
、

　

65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
な
ど
で
、
一
定
の
障
害
認
定

　

を
受
け
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
人

　

は
除
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課

 

高
齢
者
医
療
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　　

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約
5
千
万

件
の
記
録
に
つ
い
て
、
平
成
19
年
11
月
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
皆
さ
ん
の
基
礎
年
金
番
号
の
記
録
と

結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
が
出
て
き
た
人
に
対

し
、
昨
年
12
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
間
に
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
皆
さ
ん
に
も
、
順
次
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
お
待
ち
下
さ
い
。

・
年
金
受
給
者

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
５
月
ま
で
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

・
現
役
加
入
者

　

平
成
20
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

　　

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
よ
る
ご
本
人
の
確
認
と
手

続
き
を
経
て
、
初
め
て
記
録
が
結
び
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
に
記
載
も
れ
や
誤
り
が
な
い
か
を

ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

℡

０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　
　
　
　
　
　

℡

０
７
９
６
・
22
・
３
１
９
６

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
送
り
し
ま
す

〜
あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月
納
め
る
よ
り
、
１
年

分
（
４
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）
ま
た
は
６
カ
月
分
（
４

月
分
〜
９
月
分
、
10
月
分
〜
翌
年
３
月
分
）
を
一
括

で
前
納
す
る
方
が
、
割
引
が
あ
り
お
得
で
す
。

　

さ
ら
に
口
座
振
替
で
納
め
る
と
割
引
額
が
多
く
な

り
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
、
口
座
振
替
で
１
年
分
前

納
し
た
場
合
の
割
引
額
は
３
５
５
０
円
（
６
カ
月
前

納
で
は
９
６
０
円
）
で
し
た
。
こ
の
制
度
の
利
用
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納
、
６

カ
月
前
納
（
４
月
分
〜
９
月
分
）
を
希
望
す
る
人
は

２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　

『
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
（
変
更
）
申
出

書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
口
座
振
替
希
望
の

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。（
用
紙
は
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
社
会

保
険
事
務
所
、
役
場
・
各
地
域
局
に
あ
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡

０
７
９
６
・
22
・
３
１
９
６

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

『
前
納
＋
口
座
振
替
』
が
お
得
！

●余部小学校に船の模型
　（全長　約1.3 ｍ）　
山本美

み つ お

津男さん（香住区西、写真中央）

●香住小学校に船の模型
　（全長約1.8 ｍ）　
藤原良長さん（香住区香住、写真右）

寄贈いただきました

●異動（2月 1日付、氏
名後のカッコ内は旧職）

・公立香住総合病院看護師長
　秋山 淳

じ ゅ ん こ

子
　（公立香住総合病院主
　任看護師）

・健康福祉部福祉課係長（
　相談支援担当）兼公立香
　住総合病院係長（介護老
　人保健施設準備担当）　
　北村 ひろみ
　（健康福祉部福祉課係
　長（相談支援担当））

・健康福祉部健康課　
　上田 真

ま ゆ み

祐美
　（村岡地域局健康福祉課）

 町職員に
人事異動がありました 



平
成
19
年
度 

｢

学
力
･
学
習
状
況
調
査｣

の
結
果
か
ら
…

町
内
の
小
・
中
学
生
は
、
自
然
体
験
豊
か
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
が
高
い

　

平
成
19
年
４
月
24
日
、
全
国
の
小
学
校
６
年
生
、
中
学

校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
」

が
43
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
、
全
国
で
２
２
２
万
人
が
参
加
。

香
美
町
内
に
お
い
て
も
、
小
学
校
６
年
生
２
１
７
人
、
中

学
校
３
年
生
２
１
９
人
、
計
４
３
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握

･

分
析
し
た
上
で
教
育
の
結
果
を
検
証
し
、
改
善
を
図
る

【
小
学
校
】

●
国
語

　

国
語
Ａ(

知
識)

、
国
語
Ｂ(

活
用)

と
も
に
学
力
の
定

着
状
況
は
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。

　

国
語
Ａ
で
は
、
漢
字
の
読
み
や
文
脈
に
即
し
た
接
続
語

を
選
択
す
る
設
問
は
満
足
の
い
く
結
果
で
し
た
が
、
漢
字

を
正
し
く
書
く
こ
と
に
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
語
Ｂ
で
は
、
発
言
者
の
意
見
や
提
案
を
整
理
し
て
書

く
力
は
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
が
、
情
報
の
中
か
ら
必
要

な
こ
と
を
読
み
取
っ
た
り
、
自
分
の
考
え
を
一
定
の
字
数

に
ま
と
め
て
書
く
設
問
に
は
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
手
立
て
と
し
て
、
漢
字
の
正
し
い
書
き
方
を
繰

り
返
し
練
習
し
た
り
、
文
章
を
精
読
し
、
自
分
の
考
え
や

感
想
を
ま
と
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
算
数

　

算
数
Ａ(

知
識)

、
算
数
Ｂ(

活
用)

と
も
学
力
の
定
着

状
況
は
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。

　

算
数
Ａ
で
は
、
計
算
力
は
満
足
の
い
く
結
果
で
し
た
が
、

学
力
調
査
の
結
果

小
数
の
除
法
の
理
解
に
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

算
数
Ｂ
で
は
、
図
形
や
グ
ラ
フ
の
理
解
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
満
足
の
い
く
結
果
で
し
た
が
、
割
合
の
理
解
や
文
字

や
式
を
使
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
や
や
課
題
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
小
数
の
除
法
、
割
合
な
ど
、
児
童
に
と
っ
て
理

解
が
難
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
て
い

ね
い
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
実
生
活
に

お
け
る
事
象
と
関
連
を
図
り
な
が
ら
、
多
く
の
情
報
か
ら

必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
判
断
す
る
学
習
を
通
し
て
、
論

理
的
に
考
え
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
中
学
校
】

●
国
語

　

国
語
Ａ
（
知
識
）
の
定
着
状
況
は
、
全
般
的
に
お
お
む

ね
良
好
で
し
た
。
記
述
式
に
つ
い
て
は
、
特
に
良
好
で
す
。

し
か
し
、
語
句
の
意
味
を
理
解
し
、
文
脈
の
中
で
適
切
に

使
う
こ
と
に
は
や
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

国
語
Ｂ
（
活
用
）
も
、
全
般
的
に
良
好
で
す
。
し
か
し
、

資
料
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
と
ら
え
、

伝
え
た
い
事
柄
や
考
え
を
明
確
に
し
て
書
く
こ
と
に
は
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
基
礎
的
な
反
復
学
習
の
積
み
上
げ
と
と
も
に
、

常
に
表
現
を
意
識
し
て
意
欲
を
高
め
、
国
語
の
活
用
能
力

の
育
成
に
向
け
、
さ
ら
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
好
ま
し
い
読
書
習
慣
づ
く
り
に
向
け
て
、
適
切
な

本
へ
の
出
会
い
、
そ
う
し
た
場
の
設
定
に
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
あ
く

ま
で
も
学
力
の
特
定
の
一
部
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
は
課
題
に
対
し
て
具
体
的

な
改
善
案
を
提
起
し
、
各
学
校
で
の
指
導
の
工
夫
や
改
善

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

香
美
町
に
お
け
る
調
査
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。
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●
数
学

　

数
学
Ａ
（
知
識
）、
数
学
Ｂ
（
活
用
）
と
も
学
力
の
定
着

状
況
は
お
お
む
ね
良
好
で
し
た
。

　

数
学
Ａ
で
は
、
一
元
一
次
方
程
式
や
連
立
方
程
式
を
解

く
設
問
は
十
分
満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
反
面
、
等

式
変
形
に
関
す
る
設
問
に
は
、
若
干
の
課
題
も
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
数
学
Ｂ
で
は
、
特
に
課
題
は
見
受
け
ら
れ
ず
、

グ
ラ
フ
か
ら
情
報
を
読
み
取
っ
て
解
釈
し
た
り
、
結
果
を

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
設
問
や
、
簡
単
な
図

形
の
証
明
に
関
す
る
設
問
は
十
分
満
足
の
い
く
結
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
１
年
の
単
元
「
文
字
の
式
」
で
文
字
使
用
に
つ

い
て
の
見
方
を
深
め
た
り
、
等
式
が
成
り
立
つ
条
件
の
学

習
で
日
常
的
事
象
と
関
連
づ
け
な
が
ら
実
感
を
伴
っ
た
学

習
に
力
を
入
れ
ま
す
。

【
中
学
校
】　

　

特
に
良
好
な
項
目
と
し
て
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」

「
運
動
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
体
を
動
か
し
て
い
る
」「
授
業
中

の
私
語
が
少
な
く
落
ち
着
い
て
い
る
」「
礼
儀
正
し
い
」「
今

住
ん
で
い
る
地
域
行
事
に
は
参
加
し
て
い
る
」
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

逆
に
、
今
後
、
改
善
を
目
指
し
て
い
き
た
い
項
目
と
し

て
は
、「
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
の
ル
ー
ル
を
家

の
人
と
決
め
て
い
る
」「
家
で
自
分
の
興
味
の
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
調
べ
た
り
勉
強
し
た
り
し
て
い
る
」「
新
聞
や
テ
レ

ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
関
心
が
あ
る
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、

家
庭･

地
域
へ
の
働
き
か
け
や
、
身
近
な
生
活
に
根
ざ
し

た
関
心
事
に
目
を
向
け
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

学
習
・
生
活
状
況
調
査
の
結
果

【
小
学
校
】

　

香
美
町
で
は
、
地
域
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
い
る
児
童
や
、
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
り
木
材
で

も
の
を
作
っ
た
り
す
る
体
験
が
豊
か
な
児
童
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
児
童
も
多
く
、
学

校
生
活
に
お
い
て
も
、
き
ま
り
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
が

高
い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、「
家
の
手
伝
い
を
す
る
児
童
が
少
な
い
」「
テ
レ

ビ
を
見
る
時
間
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
な
ど
の
ル
ー
ル
を

家
の
人
と
決
め
て
い
る
児
童
が
少
な
い
」「
家
庭
で
予
習
や

自
主
学
習
に
か
け
る
時
間
が
少
な
い｣

な
ど
の
点
に
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
一
層
、
家
庭
と
の
協
力
や
連
携

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

総
評

　

小
学
生
、
中
学
生
の
い
ず
れ
も
、
地
域
性
を
生
か
し
た

自
然
体
験
が
豊
か
で
あ
り
、
決
ま
り
や
約
束
を
守
り
、
落

ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
生
と
も
ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
は
高
く
、

地
域
行
事
に
は
大
変
多
く
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
て
い
る

実
態
が
見
ら
れ
ま
す
。
ふ
る
さ
と
教
育
の
成
果
が
顕
著
に

現
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
家
庭
生
活
で
の
学
習･

生
活
の
ル
ー
ル
作
り

な
ど
、
保
護
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
学
力
向
上
へ
の
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
美
町
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

●
兵
庫
県
知
事
感
謝
状

　

…
身
体
障
害
者
相
談
員
に
16
年
従
事

　
　

牧
田 

清
さ
ん
（
香
住
区
浜
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

　
　

兵
庫
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
身
体
障
害
者
相

談
員
が
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
更
生
・
援
護
の

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

身
体
の
障
害
で
お
困
り
の
人
は
、
お
近
く
の
相
談

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
さ
れ
た
内
容
な
ど
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
相
談
の
内
容

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
医
療
、
年
金
、
税
金
な
ど

●
相
談
方
法

　

面
談
、
電
話

●
身
体
障
害
者
相
談
員

担
当
区
域

氏　

名

住 

所 

地

電 

話 

番 

号

香
住
区

西
村 

正
行

香
住
区
相
谷

38
・
０
９
６
８

橋
本 

清

香
住
区
森

36
・
２
０
６
１

三
浦 

寛
司

香
住
区
矢
田

36
・
１
０
９
１

村
岡
区

田
中 

力
つ
と
む

村
岡
区
口
大
谷

96
・
０
４
２
１

中
村 

智
惠

村
岡
区
村
岡

94
・
０
５
４
３

諏
訪 

孝
子

村
岡
区
熊
波

95
・
０
２
５
９

小
代
区

井
上 

正
し

ょ

う

い

ち一

小
代
区
廣
井

97
・
３
１
２
２

　

※
任
期
：
平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

 

身
体
障
害
者
相
談
員
が
決
ま
り
ま
し
た
！

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

15 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。
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行政トピックス

●受付対象業種
①建設工事、②測量・コンサルタント業務
　など、③物品製造など
　（注）　物品販売を目的とした業者、役務
　　　の提供を行う業者については、登録
　　　制をとっていません。
●有効期間
平成 20 ～ 21 年度
（平成20年 4月1日～平成22年 3月31日）
●受付期間
　平成 20 年 3月 10 日まで
　（郵送の場合、当日消印有効）
・町内の本店・支店などについては、総務
　課に直接持参してください。
・町外の業者については、郵送・持参のど
　ちらでも可とします。
●申請書様式
　一般競争（指名競争）入札参加資格申請
書（国土交通省・地方整備局等様式）を A
４ファイルにとじて提出してください。物
品製造などの業者も前記様式に準じます。
●登録内容の公表
　名簿に登録された業者は、その業者名や
経営事項審査結果の数値などを公表しま
す。
●問い合わせ（提出）先
　役場総務部総務課

平成 20・21 年度の入札参加者資格審査申請を受け付けます

提出書類一覧表

書類の種類
原
本

写
し

建設
工事

測量・
コンサ
ルなど

物品製
造など

① 印鑑証明書 ○ ○ ○ ○

② ※1 納税証明書 ○ ○ ○ ○

③ 登録・許可証明書 ○ ○ ○

④ ※2 委任状 △ △ △ △

⑤ 使用印鑑届 ○ ○ ○ ○

⑥ ※3 代表者身分証明書 △ △ △

⑦ ※4 法人登記簿謄本 △ △ △

⑧ ※5 経営事項審査結果通知書 ○ ○

⑨ 建設業退職金共済事業加入・履行証明書 ○ ○ ▲ ○

⑩ 財務諸表 ▲ △

⑪ ※6 営業所一覧表 △ ▲

⑫ 技術者経歴書 ○

⑬ 工事経歴書 ○ ○

⑭ 測量等実績書 ●

⑮ ※7 現況報告書副本 ○

⑯ 実績調書 ○

⑰ パンフレット等営業品目の確認できるもの ○

○（添付必要書類）、△（該当する場合必要な書類）、●▲（相互に代用可能な書類）

※１　国税（消費税含む）・都道府県税・市町村税が対象。本所在地分のみとする。
※２　本店から支店、営業所などに権限委任を行う場合
※３　申請者が個人事業者の場合
※４　申請者が法人の場合
※５　直近のものを添付すること。また、名簿登載後、新規の通知を受けた場合は、
　　　再提出すること。有効期限切れ（審査基準日から 1年 7ヵ月）になれば受
　　　注できなくなることに注意すること。
※６　建設工事の営業所は、建設業法第 3条に規定する許可を受けた営業所を対
　　　象とする。
※７　建設コンサルタント、補償コンサルタント、測量業者で、現況報告書の副
　　　本を提出できる場合は添付書類⑩～⑫は不要とする。

 平成 20年度食生活改善リーダー養成講座生の募集

　この講座は、食生活の改善や生活習慣病などの予防、また自分
を含め地域の人たちの健康を守るために、地域の中で食生活の改
善を推進する人を養成することを目的とします。男女問わず、食
生活の改善や健康に関心のある幅広い世代の皆さんの参加をお
待ちしています。
●受講要件
　食生活改善に関心のある町民で、月 1回の講座に出席できる人
●講座内容
　食に関する講話と調理実習を内容とし、最近よく耳にするメタ
ボリックシンドロームや食事バランスガイドの活用なども取り
入れていきます。
　講座は香住会場と村岡・小代会場で開催します。講座数は年
12 回で 10 回以上の出席で終了とします。
　4月 25 日（金）13 時 30 分から、射添地区公民館で開校式と
合わせて、第 1回「健康と食生活 ～あなたの食生活を見直して
みましょう～」を開催します。
●参加費用
　実習材料代の一部として 2,000 円を負担していただきます。テ
キスト代などは町が負担します。
●申し込み期日　
　3月 27 日（木）まで
●問い合わせ（申し込み）先
　役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課

第 9回全国米・食味分析鑑定コンクールで金賞受賞

2年連続で村岡米が日本一！

　「第９回全国米・
食味分析鑑定コン
クール」（米・食味
鑑定士協会主催）
が島根県奥出雲町
で開催され、ＪＡ
たじま村岡米生産

組合の山根勝義さん（村岡区黒田）が、
水田環境部門で金賞を受賞しました。
　
　昨年も同じ水田環境部門でＪＡたじ
ま村岡米生産組合長の池口重雄さん
（村岡区村岡）が金賞を受賞しており、
村岡のお米が２年連続の受賞となりま
した。
　山根さんは「2年連続で村岡のお米
が金賞を受賞したことがとてもうれし
い。この地域で収穫できる米の数量は
少ないけど、品質で勝負できるもので
あることが証明できたと思う。これか
らも頑張っていきたい」と語ってくれ
ました。
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 20 年 1 月 21 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地 事業所名 職種 年齢 人数

大阪市北区 日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香住区） 不問 １ 豊岡市立野町 たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 3

香住区若松 (有) 北村工務店
大工職人（見習い） 23 以下 1 大阪市北区　 日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香住区） 不問 1

大工職人 不問 1
豊岡市九日市

㈱トヨダ
（イートバリュー香住店）

食品製造 不問 2

香住区七日市 やまだ歯科医院 歯科衛生士 不問 2 販売 不問 1

香住区森 寺田ガス㈱ 営業 不問 2 京都府与謝郡 ㈱ N・S・K 一般事務（派） 不問 1

香住区森 ㈱ライフアート 裁断 39 以下 1 香住区七日市 やまだ歯科医院 歯科衛生士 不問 2

香住区若松 (有)K-SIN TRANSPORT 運転手 不問 5 香住区森 ㈱伸和ラビットクリーニング香住工場 クリーニング仕上 不問 1

香住区香住 (有) もりひろ商店 水産加工員 不問 1
香住区香住 (有) アイ・ティー

飲食業接客 不問 2

香住区香住 (有) アイ・ティ－
飲食業接客 不問 2 飲食業調理師見習い 不問 2

飲食業調理師見習い 不問 2 香住区香住 酒膳めいぷる 接客係 不問 1

香住区香住 (有) 三七十 調理師見習 不問 1 香住区香住 (有) 三七十 雑役 不問 1

香住区沖浦 ㈱カネト水産 水産加工員 不問 3 香住区下浜 旅館 佐小 接客 不問 3

香住区隼人 マルカツ水産㈱ 工場管理者 不問 1 香住区隼人 マルカツ水産㈱ 事務 不問 1

香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 不問 3 香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 2

村岡区宿 上田畜産 畜産業務 不問 1 村岡区村岡 村岡日石㈱ 給油・洗車スタッフ 不問 2

村岡区福岡 北部ガード 交通誘導 不問 3 新温泉町浜坂 ㈱ナカケー レジ部（村岡店） 不問 2

村岡区長瀬 山本工業
建築施工管理 不問 1

豊岡市立野町 たじま農業協同組合
居宅介護支援業務 不問 1

土木施工管理 不問 1 介護支援業務 不問 1

大阪市大正区 大阪布谷精器㈱ 仕上工（香美工場） 不問 3
村岡区大糠

㈱コメリハードアンド
グリーン村岡店

販売員（アルバイト） 不問 2

香住区香住 マルヨ食品㈱ 営業事務 不問 1 販売員（パート） 不問 2

村岡区大笹 ㈱日本健康の郷 調理師 不問 1

▽パートほか（正社員以外）
小代区新屋

財団法人尼崎市スポーツ振興事業団
尼崎市立美方高原自然の家

施設清掃 不問 1

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 機械管理・周辺整備 不問 1

香住区間室 (有) 北近畿環境開発 清掃 不問 1 香住区七日市 ヤマモトロープ 販売・事務

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（12/26 ～ 1/31）の届出分の内、ご家族
　などに承諾を得た人のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（12/26 ～ 1/31）の届出分の内、ご家族などに承諾を得た人のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　下 水 道 課　39・2053　　水　道　課　36・0420
議会事務局　36・1963　　村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 34 号 ( 平成 20 年 1月号 ) の記事に、以下のとおり誤りがありました。関係者のみなさまには大変ご迷
惑をおかけいたしましたことをお詫びして、訂正いたします。
・13 ページの『こんにちは、赤ちゃん』の記事で、村岡区長瀬の「北村凛

り き ら

煌」くんとありますが、正しくは「北村凜
り き ら

煌」くんでした。

※
求
人
情
報
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
産
業
の
情
報
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

1
月
11
日
の
夜
、

香
住
区
守
柄
の
公
民

館
で
、
五
穀
豊
穣
や

家
内
安
全
な
ど
を
祈

る
「
千
本
杵
も
ち
つ

き
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
３
０
０

年
以
上
続
く
伝
統
行

事
で
、
法は

っ

ぴ被
を
ま

と
っ
た
男
性
が
、
4
人
1
組
で
う
す
を
囲
み
、
約
１
・
５

ｍ
の
杵
を
手
に
、「
ホ
イ
ッ
、
ホ
イ
ッ
」
と
か
け
声
を
か

け
な
が
ら
時
計
回
り
に
も
ち
を
つ
く
も
の
。
息
が
合
っ
て

く
る
と
、
次
第
に
テ
ン
ポ
が
上
が
り
、
詰
め
掛
け
た
約
70

人
の
人
々
か
ら
大
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

中
学
生
以
上
の
男
性
が
交
代
で
、
８
う
す
の
も
ち
を
つ
き

ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、
女
性
た
ち
が
塩
だ
け

で
味
付
け
し
た
あ
ん
を
ま
ぶ
し
、
集
ま
っ
た
人
や
区
内
全

戸
に
厄
除
け
と
し
て
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
最
後
の
8
う
す
目
に
は
、
祝

い
歌
に
合
わ
せ
て
4
人
が
も
ち
を
高
々
と
突
き
上
げ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

同
区
長
の
水
谷
弘

治
さ
ん
は
「
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で

集
ま
り
、
親
睦
を
深

め
る
よ
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
学
生
に
も
地

元
の
伝
統
行
事
を
体

験
し
て
も
ら
い
、
よ

い
思
い
出
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
を
守
り
地
域
の
親
睦
を
深
め
る

ホ
イ
！
ホ
イ
！
千
本
杵き

ね

も
ち
つ
き

（
香
住
区
）

  

１
月
６
日
、
村
岡
体
育

館
で
恒
例
の
「
新
春
ジ
ャ

ン
ボ
書
初
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
同
区
内
の
小
・
中

学
生
28
人
が
参
加
。
字

の
上
達
を
願
い
、
大
き

な
筆
で
体
全
体
を
使
い
、

１
２
０
㎝
四
方
の
画
仙
紙

い
っ
ぱ
い
に
字
を
書
き
ま

し
た
。

  
今
年
の
課
題
の
字
は
、

町
民
憲
章
の
一
文
「
子
ど

も
が
元
気
に
育
ち
、
年
よ

り
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
か
ら
と
っ
た
「
子
、年
、

元
、
気
、
育
、
暮
」
の
6
文
字
が
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
元
」
の
字
を
書
い
た
中
井
柊し

ゅ

う

と斗
（
村
岡
小
3
年
・
光
陽
）

く
ん
は
「
今
年
も
元
気
よ
く
遊
べ
る
よ
う
に
と
い
う
気
持

ち
で
が
ん
ば
っ
て
書
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
特
別
賞
▼『
暮
』中
井 

雪ゆ

か花(

村

岡
小
６
年
・
光
陽
）、

特
選
▼
『
年
』
西

田 
す
ず
乃(

兎
塚

小
２
年
・
日
影
）、 

『
気
』
奥
谷 

夕ゆ

う

か香

(

射
添
小
４
年
・
長

須
）、『
育
』
山
本 

瑠る

な菜(

兎
塚
小
５

年
・
日
影
）

新
春
ジ
ャ
ン
ボ
書
初
大
会

元
気
い
っ
ぱ
い
！
紙
い
っ
ぱ
い
に

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

▲

大きく力強い字が並んだ会場

▲

8うす目には歌に合わせもちを高々と揚げられる

▲自分より大きな字を力強く書きました

迫力あるもちつきに詰め掛けて人々が圧倒される▲

隼
人　

山
の
神

墨
を
塗
ら
れ
て
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
新
年

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

　

1
月
6
日
、

穏
や
か
な
天
候

の
下
、
香
住
区

隼
人
で
五
穀
豊

穣
や
天
下
泰
平

を
祈
る
伝
統
行

事
「
山
の
神
」

が
行
わ
れ
、
地

元
の
乳
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
男
子
12

人
が
参
加
。
竹
や
木
で
作
ら
れ
た
弓
や

大
砲
、
お
供
え
物
な
ど
を
持
ち
、「
山

の
神
を
参
り
ま
し
ょ
」
と
大
き
な
声
で

唱
え
な
が
ら
、
約
１
㎞
離
れ
た
山
の
神

が
ま
つ
ら
れ
た
場
所
へ
向
い
ま
し
た
。

　　

子
ど
も
た
ち
は
、途
中
、

貢
物
を
地
面
に
引
き
ず
る

な
ど
失
敗
す
る
た
び
に
墨

を
塗
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

墨
を
塗
る
役
を
務
め
、

今
回
が
最
後
の
参
加
と

な
っ
た
米
田
智
裕
く
ん

（
香
住
二
中
3
年
）
は
「
今

年
が
最
後
の
参
加
、
い
い

想
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
い

て
い
く
と
い
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲

無事、山の神を参った子どもたち

▲墨を塗られどんな顔になるか、みんなが楽しみ
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1
月
27
日
、
お
じ
ろ
ス

キ
ー
場
で
、
第
3
回
香
美

町
民
ス
キ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
、
ア
ル
ペ
ン
と
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
2
種
目

に
町
内
の
小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
84
人
が
出
場
。
時

折
ふ
ぶ
く
悪
天
候
の
な

か
、
選
手
の
皆
さ
ん
は

レ
ー
ス
に
集
中
し
記
録
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し

た
。
井
上
欣よ

し

や也
く
ん
（
小

代
区
廣
井
、
小
代
小
５
年
）

は
「
最
初
は
緊
張
し
て
完
走
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ

た
け
ど
、
完
走
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
レ
ー
ス
を
振
り
返

り
ま
し
た
。
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
。

【
ア
ル
ペ
ン
】
小
学
１
・
２
年
男
子
▼
上
田 

純
也
（
兎
塚

小
2
年
）、
同
女
子
▼ 

太
田
垣 

文ふ

み

か香
（
小
代
小
2
年
）、

小
学
３
・
４
年
男
子
▼
井
口 

渉
わ
た
る

（
小
代
小
４
年
）、
同
女

子
▼ 

小
林 

遥は

る

な南
（
小
代
小
４
年
）、
小
学
５
・
６
年
男
子

▼
川
戸 

将
稔
（
小
代
小
５
年
）、
同
女
子
▼ 

小
谷 

美み

お王

（
兎
塚
小
2
年
）、
中
学
男
子
▼
西
谷 

勇
祐
（
兎
塚
中
）、

同
女
子
▼ 

藤
村 

由ゆ

き葵
（
小
代
中
３
年
）、
高
校
〜
24
歳

男
子
▼
小
谷 

真
央
（
村
岡
高

2
年
）、
35
〜
44
歳
男
子
▼
伊

藤 

徹
（
香
住
区
）、
40
歳
以

上
女
子
▼
山
本 

早
苗
（
香
住

区
）、
45
〜
54
歳
男
子
▼
田
中 

徹
（
村
岡
区
）、【
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
】
小
学
５
・
６
年
男

子
▼
小
林 

和
光
（
小
代
小
５

年
）、
中
学
男
子
▼
西
村 

康

平
（
小
代
中
）、
同
女
子
▼ 

久
保
井 

郁
美
（
小
代
中
３
年
）

第
3
回
香
美
町
民
ス
キ
ー
大
会

白
銀
の
世
界
で
熱
い
戦
い

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）▲スタート直前、集中する選手

▲

風をきってスピードにのる選手

　

1
月
17
日
降
り
続

く
雪
の
な
か
、
ハ
チ

北
高
原
ス
キ
ー
場
で
、

香
美
町
村
岡
山
岳
遭

難
救
助
隊
、
美
方
広

域
消
防
本
部
、
美
方

警
察
署
、
ハ
チ
北
高

原
ス
キ
ー
場
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
な
ど
に
よ

る
合
同
の
冬
季
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
3
月
に

第
一
回
目
が
開
催
さ

れ
た
こ
の
冬
季
訓
練
、
以
前
は
夜
間
雪
中
訓
練
な
ど
実
際

の
災
害
の
発
生
に
備
え
、
あ
え
て
悪
条
件
の
な
か
で
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
今
回
は
、
ゲ
レ
ン
デ

内
の
標
高
９
０
０
ｍ
付
近
で
氷
点
下
の
な
か
、
ロ
ー
プ
結

束
の
ほ
か
、
遭
難
者
の
救
助
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
だ
れ
発
生
を
想
定
し
た
捜
索
訓
練
で
は
、
参
加
者
が

横
一
列
に
並
び
、
ゾ
ン
デ
と
呼
ば
れ
る
長
さ
３
・
20
ｍ
の

細
長
い
棒
を
雪
の
中
に
慎
重
に
差
し
込
み
な
が
ら
、
1
歩

ず
つ
前
へ
進
み
、
雪
の
中

に
埋
ま
っ
た
遭
難
者
を
捜

索
、
発
見
し
た
遭
難
者
を

速
や
か
に
掘
り
出
し
搬
送

し
て
い
ま
し
た
。

　

同
救
助
隊
長
の
小
林
正

た
だ
し

さ
ん（
村
岡
区
中
西
）は「
ス

キ
ー
を
安
心
し
て
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま

た
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
救
助
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

 

香
美
町
村
岡
山
岳
遭
難
救
助
隊 

冬
季
訓
練        

        

  

安
全
安
心
な
ス
キ
ー
場
づ
く
り
を
目
指
し

安
全
安
心
な
ス
キ
ー
場
づ
く
り
を
目
指
し

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）▲ゾンデ棒で慎重に捜索開始

▲

遭難者発見、速やかに行動！

　

1
月
12
日
、
香
住
高

校
吹
奏
楽
部
、
香
住
第

一
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

生
徒
と
柴
山
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の
児

童
（
計
52
人
）
が
、
柴

山
小
学
校
で
吹
奏
楽
を

通
し
た
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
香
住
高

校
吹
奏
楽
部
の
呼
び
か

け
で
始
ま
り
、
今
回
が

3
度
目
、
中
学
生
は
初

め
て
の
参
加
で
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
チ
ュ
ー
バ
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
担
当
す
る
楽
器
ご
と
に
別
れ
、
高
校
生
が
中
心
と
な
り

中
学
生
と
と
も
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
、
基
礎
的

な
練
習
や
楽
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
つ
い
て
小
学
生

を
優
し
く
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
の
後
、
学
校
ご
と

に
ミ
ニ
演
奏
会
を
行
い
、
小
学
生
は
先
輩
た
ち
の
き
れ
い

な
音
色
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

香
住
高
校
吹
奏
楽
部
部
長
の
田
中
美
帆
さ
ん
（
香
住
区

若
松
）
は
「
教
わ
る
難
し
さ
と
、
教
え
る
難
し
さ
の
違

い
を
知
り
ま
し

た
。
演
奏
会
で

は
、
演
奏
中
の

姿
勢
な
ど
今
日

教
え
た
こ
と
を

早
速
生
か
し
て

く
れ
て
い
て
、

う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

香
住
高
校
吹
奏
楽
交
流
事
業

お
姉
さ
ん
た
ち
あ
り
が
と
う
！

（
香
住
区
）

▲高校生の指導の下、演奏する児童、生徒

▲

マンツーマンで指導を受けるパーカッション
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町
内
産
但
馬
牛
の
取
材
で
、自
分
自
身
の〝
食
〞

へ
の
こ
だ
わ
り
の
な
さ
を
反
省
し
ま
し
た
。
正

直
、
こ
れ
ま
で
は
、
肉
の
部
位
と
価
格
な
ど
に

重
き
を
置
き
、
産
地
や
そ
の
成
分
に
は
そ
れ
ほ

ど
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
ら
お

か
振
興
公
社
の
田
丸
明
人
さ
ん
は
、
但
馬
牛
の

お
い
し
さ
を
「
肉
と
し
て
の
熟
成
」
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
肉
本
来
の
う
ま
味
が
違
う
そ
う

で
す
。
但
馬
牛
が
但
馬
以
外
で
も
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。
種
は
同
じ
で
も
、

そ
の
飼
い
方
や
出
荷
す
る
月
齢
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

産
地
の
気
候
・
風
土
も
異
な
り
ま
す
。

　

「
但
馬
牛
は
う
ま
い
！
」
こ
の
上
田
伸
也
さ
ん

（
町
和
牛
振
興
会
会
長
）
の
言
葉
は
、
成
分
分
析

な
ど
に
よ
る
科
学
的
な
裏
づ
け
が
発
表
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
但
馬
牛
の
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん

は
、
単
に
大
き
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
肉
に
含

ま
れ
る
脂
肪
な
ど
の
成
分
の
種
類
や
量
ま
で
気

を
配
り
、牛
肉
本
来
の
〝
う
ま
さ
〞
に
こ
だ
わ
り
、

日
々
研
究
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
町
民
が
、
こ
の
生
産
者
の
こ
だ
わ
り

を
知
り
、
地
元
の
産
業
と
し
て
大
切
に
し
、
応

援
で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　

（
今
西
）

まちのうごき
（平成 20年 1月 1日現在）

合　計　21,991 人（－ 23）

　男　　10,468 人（－ 13）

　女　　11,523 人（－ 10）

世帯数  6,971 世帯（＋   2）
カッコ内は前月比

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。

　むらおか振興公社（道の駅村岡ファーム
ガーデン）などがアイデアを出し商品化し
た加工品の数々。
　同社の田丸明人支配人は「材料の肉は、
むらおか振興公社が直接買い付けた正真正
銘の町内産但馬牛を使用しています。但馬
牛を使うとほかの肉にはない風味が出て大
変おいしい」と語っていました。
　カレー、餃子、コロッケ、肉まんなどい
ろんな味を楽しんでみてください。

★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

厳しい気候の下、じっくり育まれた但馬牛！

うまい！うまい！
香美町産但馬牛

ぎ ゅ う

に
こだわって食べてみよう！

　但馬牛の原産地“香美町”。こ
れまでは、国内有名ブランド牛肉
の素

も と う し

牛として子牛を出荷するのが
主でしたが、最近、町内でも肥育
が手がけられ、“香美町で生まれ、
香美町で育った但馬牛”が、食べ
られるようになりつつあります。
　但馬牛の肉は、口に入れると、
「サシ」が溶け、柔らかく舌触り
がとてもいい。肉の持つ味と脂肪
の香りが絶妙にとけあい独特の風
味を醸し出します。おいしさの秘
密は、うま味成分の一つ鰹節など
に多い“イノシン酸”や肉の風味
につながり脂肪の中でも融点が低
く植物性脂肪に多く含まれる“不
飽和脂肪酸（オレイン酸など）”が、
ほかの和牛に比べ多く含まれてい
ることが挙げられます。さらに、
体格が小さく筋繊維が細いため、
細かなサシ（小ザシ）が入りやす
くやわらかいことも特徴です。
　香美町和牛振興会会長の上田伸
也さん（村岡区宿）は「肉本来の
味が濃く、うまいのはもちろん、
但馬牛に含まれる不飽和脂肪酸は
健康にもよいそうです」と語り、
その魅力はつきない様子でした。
　町内産但馬牛は、道の駅 村岡
ファームガーデンなどで提供され
ていますので、皆さんもぜひ召し
上がってみてください。

牛の個体識別情報検索サービスをご存じですか？
　（独）家畜改良センターが進めるこのサービスは、携帯電
話やパソコンで簡単に利用できる検索システムで、牛の個体
識別番号の10桁の数字を入力すると、出生年月日、雌雄の別、
品種、飼養県、異動内容、飼養施設所在地、牛の管理者な
どの情報を得ることができます。店頭に並んでいる精肉がど
ういう素性のものかを知った上で購入してみてはどうでしょ
う。パックのラベルなどに表示された番号を検索してみてく
ださい。町内で生産された但馬牛があるかもしれません！

　このシステムは、牛の個体識別情報検索サービスのホームページ（http://
www.id.nlbc.go.jp/top.html）か携帯電話のカメラ機能（バーコードリー
ダー）で左の QRコードを読み取ってホームページに接続し、所定の手
続きを済ませてからご利用ください。

▲ 村岡ファームガーデンで、但馬牛の新メニューに
　試行錯誤という石原亮さん（村岡区神坂、24 歳）




